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 資料３   

令和 6年 1月 16日 

 

 

建 設 常 任 委 員 会 資 料 
 

 

（ 令 和 ６ 年 １ 月 ） 

 

 

 

当初予算要求額に関する調 

 

 

 

 

土 木 部 

※本資料は予算要求の途中段階で作

成したものであり、その取扱にはご

注意願います。 



※予算要求額のうち、重要施策に係る金額を記載しています。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

107,608,847 6,501,525

16,788,609

11,105,600

3,632,023

395,796

4,513,923

64,671,371

令和６年度　重要施策体系表（土木部）

安全安心な日常維持管理の実施

自転車の安全で快適な通行空間の確保

切迫する大規模地震に備える
地震・津波対策

一人ひとり
に寄り添う

警戒避難活動に役立つ災害危険情報の提供減災のための情報発信

土砂災害対策の推進

高潮対策の推進

土砂災害対策

津波対策の推進

頻発する風水害に備える総合
的な治水対策

道路防災の推進

河川の事前防災対策の推進

水上オートバイによる危険行為等の対策強化

計画的・効率的な老朽化対策 老朽化対策の実施

歩行者の安全・安心な通行空間の確保
安全安心な暮らしの実現

発災後の迅速な復興を支える
緊急輸送道路等の機能強化

緊急輸送道路等の機能強化
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

12,743,307

30,739,853

13,295,996

2,937,189

188,129

410,379

1,164,853

12,370,843

12,027,700

343,143

カーボンニュートラルポート形成計画の策定

鉄道の利便性向上・利用促進、
生活交通の維持・活性化

港湾の利用促進

港湾の機能強化

大阪湾ベイエリアの活性化

人の流れを
生み出す

踏切対策の推進

高規格道路の整備推進高規格道路ネットワークの充実
強化

高速道路の利活用の推進

港湾の機能強化・利用促進

空港の有効活用・利便性向上 航空需要を取り込むための関西３空港の利用促進

地域の交流・日々の暮らしを支
える道路整備 地域の個性ある発展を支える幹線道路網の整備

生活道路の整備推進

新しい時代
の力を育む

インフラＤＸの推進　　※各施策内で予算計上

カーボンニュートラルの実現

下水汚泥エネルギーの有効利用

インフラＤＸの推進

大阪湾ベイエリアの活性化

街路網の整備推進

渋滞交差点の解消

連続立体交差事業の推進

都市の環境改善 無電柱化の推進

環境整備の推進

県民の移動を支える公共交通
の維持・活性化
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

 

 インフラ整備の基本的な考え方 

兵庫県では、「躍動する兵庫、新時代への挑戦」に向け、「一人ひとりに寄り添う」「人の流れを

生み出す」「新しい時代の力を育む」の３つの視点を設け、県政を推進している。  

 具体的には、大規模地震・風水害など自然災害への備えや老朽化対策、高規格道路ネットワークの

充実強化、カーボンニュートラルの実現など、インフラ整備を着実に進めていく。 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 
財 源 内 訳 所要経費 

の要求額 国庫支出金 特定財源 起 債 一般財源 

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う 

 
    
 
 

 凡例 ○完 ：R６年度完成予定  

 

 

 
 
（１）津波対策の推進 

  切迫する大規模地震による津波に備えるため、発生頻度を踏まえた２つのレベルの津波を対象に、防潮

堤の嵩上げや水門整備などの津波対策を計画的に推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

・柴山港海岸 [香美町]   防潮堤工事  

 

※1 レベル１津波：発生頻度が高い津波 

（県南部沿岸地域：概ね100年に1回発生、日本海沿岸地域：数十年から百数十年に一度程度） 

※2 レベル２津波：最大クラスの津波 

（発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす） 

 

（２）道路防災の推進 

災害に強い安全な道路ネットワークを構築するため、｢ひょうご道路防災推進10箇年計画｣に基づき、

緊急輸送道路や被災した場合に社会的影響の大きい道路の橋梁耐震補強や法面防災対策を推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

・国道250号 播州大橋［高砂市］ 橋梁耐震補強  

・国道429号［朝来市］      法面防災対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

107,608,847 

 

26,026,554 19,625,910 

 

52,663,737 9,292,646 

１ 切迫する大規模地震に備える地震・津波対策（6,501,525千円） 

南海トラフ地震など大規模地震に対する津波対策や橋梁の耐震化を推進 

- 5 -



令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う 

 
 

 

 

 

 

 

 

（１）河川の事前防災対策の推進 

平成 30 年７月豪雨や令和５年台風第７号等、風水害が激甚化・頻発化していることを踏まえ、

河川の事前防災対策として河川改修等の推進や既存ダムの有効活用を重点的に推進する。 

 

① 河川改修等の推進 

  流下能力を向上させる河道対策や都市部の浸水を防ぐ洪水調節施設整備を推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 

・河道対策 

武庫川  [尼崎市等] 河道拡幅  

猪名川    [川西市]  河道拡幅  

明石川  [明石市]  橋梁改築  

加古川  [西脇市]  河床掘削  

市川    [姫路市]  樋門改築  

千種川  [赤穂市]  護岸整備 

円山川  [朝来市]  井堰改築  

・洪水調節施設整備 

津門川   [西宮市]  地下貯留管整備 

 

② 既存ダムの有効活用  

     既存ダムの機能を最大限活用するため、治水ダムでは、利水容量の事前放流や堤体嵩上げ

等によるダム再生に取り組むとともに、利水ダムもダム管理者、利水者の協力のもと利水容

量の有効活用による治水対策の強化を推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 

・治水ダム（ダム再生） 

引原ダム [宍粟市]  仮設工事（下流進入路） 

・利水ダム（治水活用） 

   千苅ダム [神戸市]   

 

③ 中上流部治水対策の推進  

  河川の中上流部で、近年、浸水実績のあった箇所や、家屋等に浸水のおそれがある箇所に

おいて、上下流バランスに配慮しながら、堤防嵩上げ等の局所的な対策を推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

 ・志
し

染
じみ

川［三木市］、○完八代
や し ろ

川［朝来市］、竹安川〔丹波市〕 

 

 

④ 堆積土砂撤去の推進 

人家が密集する地区や、放置すれば更なる土砂堆積が見込まれる河川合流点付近等で

堆積土砂の撤去等を推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

・明石川［神戸市］、千種川[赤穂市]、杉原川[多可町]、矢田川［香美町］ 

 

 

２ 頻発する風水害に備える総合的な治水対策（16,788,609千円） 

風水害が激甚化・頻発化していることを踏まえ、河川の事前防災対策や高潮対策等を重点的に推進 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う 

 

 

 

 

（２）ため池治水活用の拡大促進 

ため池治水活用のための施設操作や維持管理等の活動を補助する市町を農林水産部と連携を

図りながら支援することにより、ため池の期間放流の取組を促進する。 
 

（３）高潮対策の推進 
大阪湾沿岸で既往最高潮位を記録した平成 30 年台風第 21 号等を踏まえ策定した「兵庫県高潮

対策 10 箇年計画」に基づき、優先度の高い箇所から高潮対策を推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 

・新川･東川統合排水機場［西宮市］、千種川[赤穂市] 

○完・尼崎西宮芦屋港海岸〔枝川町地区〕［西宮市］ 

・尼崎西宮芦屋港海岸〔芦屋浜地区〕［芦屋市］ 

・北淡海岸〔富島地区〕［淡路市］ 

 
 

 

 

 

 

 

（１）山地防災・土砂災害対策の推進 

豪雨による土砂・流木災害が激甚化・頻発化していることを踏まえ、土砂災害特別警戒区域

（Ｒ区域）に指定された人家や公共施設等の重要な保全対象に近接する危険地区等緊急性の 

高い箇所を優先して整備していく。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

   ・砂防事業   ○完山崎
やまさき

川［福崎町］、○完松尾
ま つ お

川［太子町］ 

・急傾斜事業 ○完 中須加院
な か す か い ん

地区［姫路市］、○完 和田
わ だ

地区［香美町］ 

 

（２）堆積土砂撤去の推進 

下流に人家等の重要な施設があり、出水により土石流が下流へ流出するおそれが大きい砂防堰

堤について、事前防災の観点から堰堤背後の堆積土砂を撤去し、土砂捕捉空間を確保する。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

   ・石堂
いしどう

川［養父市］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 土砂災害対策（11,105,600千円） 

人家等の保全のため、治山ダムや砂防堰堤等の重点整備を推進 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

（１）緊急輸送道路等の機能強化 

① 緊急輸送道路等の整備 

緊急輸送道路ネットワークの整備・強化を推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

・国道 427 号 西脇道路(上野)［西脇市］ 

○完・県道 豊岡インター線［豊岡市］ 

 

② 道路防災の推進（再掲） 

 

（２）高規格道路ミッシングリンク解消等による道路ネットワークの機能強化 

災害発生後の救急救命活動や緊急物資輸送等に必要な強靱な道路ネットワークの確保に向け、

高規格道路のミッシングリンク解消を推進する。 

 【令和６年度の主な事業箇所】 

・山陰近畿自動車道 浜坂道路Ⅱ期、竹野道路 

・東播磨道 北工区 

 

 

 

 

 

 

（１）警戒避難活動に役立つ災害危険情報の提供   

県民や市町が台風や津波等の発生時に的確な判断や行動ができるよう、災害危険情報の更な

る充実や普及・啓発を図り、今後の大規模自然災害等に対する減災対策を推進する。 
① 市町の警戒避難活動に役立つ予測システムの構築・活用（市町向け） 

ア）河川の氾濫予測情報の配信［フェニックス防災システム］ 

  市町が避難指示の発令判断や水防活動に活用できるよう、６時間先までの河川水位や氾濫

状況について予測を行い配信している。引き続き当該システムの予測精度向上に取り組む。 

イ）箇所別土砂災害危険度予測システム 

     市町の避難指示発令・解除の判断、重点パトロール箇所の絞り込み等に活用。令和５年度

から新たに猪名川町での運用が始まり、神戸市等 14 市町で運用している。引き続き当該  

システムの運用エリア拡大及び予測精度向上に取り組む。 

ウ）高潮危険度予測システム 

市町が避難指示等の発令などに活用できるよう、72時間先までの潮位、越波量等について県南部

の市町と共同で予測を行っている。引き続き当該システムの予測精度向上に取り組む。 
 
 
 
 

５ 減災のための情報発信（395,796千円） 

河川氾濫、土砂災害や高潮被害が懸念される際に、県民や市町が的確に避難判断や行動ができるよ

う、災害危険情報をより一層充実 

４ 発災後の迅速な復興を支える緊急輸送道路等の機能強化（3,632,023千円） 

災害発生後の初期段階から交通の確保が可能となるよう緊急輸送道路等の整備を集中的に推進 

                        ※高規格道路の予算は「人の流れを生み出す」で計上 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う 

 
 

 

 

② 県民の自主避難活動に役立つ情報の提供（県民、市町向け） 

ア）洪水浸水想定区域 

 県内 680 河川について、想定最大規模降雨の洪水浸水想定区域図を公表済み。引き続き

市町によるハザードマップ作成の支援に取り組む。 

イ）高潮浸水想定区域 

 県内全４沿岸について、想定最大規模高潮の高潮浸水想定区域図に基づいた市町によるハ

ザードマップ作成等の支援に取り組む。 

ウ）土砂災害警戒区域等 

 県内約２万箇所について、区域図を公表済み。引き続き地形改変箇所などの区域の見直しを

行うとともに、対策工事が完了した箇所の土砂災害特別警戒区域（Ｒ区域）の解除に取り組む。 

エ）地域別土砂災害危険度 

 県下を１km メッシュに細分化した危険度で市町単位である土砂災害警戒情報を補足する。

令和元年７月からは、土砂災害警戒区域（Ｙ区域）毎の危険度を配信している。 

オ）CG ハザードマップ 

 各種浸水想定区域、河川水位等のリアルタイム情報、防災学習等の情報を配信する防災

ポータルサイト。令和５年 10月にはトップページをわかりやすく整理するなどのリニュー

アルを行っており、引き続き、平常時や災害時に活用しやすいサイト運営に取り組む。 

カ）河川ライブカメラ 

   河川やダム、水門等の増水状況を視認できるよう、河川ライブカメラの画像を県HP等で発信し

ている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【洪水、土砂災害、高潮】

緊急安全確保

（市町）

（市町）

高齢者等避難

（市町）

【津波】

防災気象情報・避難対応一覧

洪　水
(685河川)

土砂災害 高　潮

警

戒

レ

ベ

ル

住民の行動 状　況

内 洪水予報・水位周知河川(73河川)

内 洪水予報河川 (11河川) 内 水位周知河川 (70河川)

猪名川、藻川、加古川、
揖保川、元川、中川、
円山川、出石川、
武庫川、市川、千種川

東条川、万願寺、
林田川、夙川、

住吉川、明石川 等

市町の対応

命の危険
直ちに安全確保！

災害発生
又は
切迫（気象庁） （国or県・気象庁共同） （気象庁） （ 県 ）

大雨特別警報
（浸水害）

氾濫発生情報
な　　　し

大雨特別警報
（土砂災害）

高潮氾濫
発生情報 ５

～～＜ 警戒レベル４までに必ず避難 ＞～～

な　　し
氾濫危険情報 氾濫危険情報

土砂災害
警戒情報

高潮特別警報

４
避難指示 危険な場所から

全員避難

災害の
おそれ
高い

高潮警報

（国or県・気象庁共同） （国or県） （県・気象庁共同） （気象庁）

３
危険な場所から
高齢者等は避難

災害の
おそれ

あり（気象庁） （国or県・気象庁共同） （国or県） （気象庁） （気象庁）

洪水警報 氾濫警戒情報 氾濫警戒情報
大雨警報

（土砂災害）

高潮注意報
※高潮警報に切り

替える可能性あり

洪水注意報 氾濫注意情報 氾濫注意情報 大雨注意報 高潮注意報

（気象庁） （国or県・気象庁共同） （国or県） （気象庁） （気象庁）

今後気象
状況悪化
のおそれ（気象庁）

－
自らの避難行動を

確認する

気象
状況
悪化

２

早期注意情報
１ －

災害への心構えを
高める

※津波は、段階的に災害の切迫度が高まる災害でないた
め、警戒レベルを付さない

津　波

警

戒

レ

ベ

ル

市町の対応 住民の行動

大津波警報 3mを超える

（気象庁）

な
し
　

※

避難指示

（市町）

直ちに高台等の
安全な場所に避難津波警報 1mを超え3m以下

津波注意報 0.2m以上1m以下 直ちに海岸から離れる

凡例（根拠法令）
：災害対策基本法
：水防法

：土砂災害防止法
：気象業務法

「避難情報に関するガイドライン（令和３年５月）」（内閣府）を参考に作成

避難対応防災気象情報（公表情報）

象

象

象

水

水

水

象 水

象

象 象

象

象

災

災

災

水

災

象
土水

水 水水

水

水

象

象

象

象象

象

象

象
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う 

 

 

 

 

 

 

  
（１）歩行者の安全・安心な通行空間の確保  

通学児童の安全を確保するため、学校、警察、道路管理者等が連携して各市町が策定した

「通学路交通安全プログラム」に基づき、通学路を優先して歩道を整備し、ユニバーサルデ

ザインにも配慮しながら、交通安全対策を計画的に推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 

・県道 志染
し じ み

土山線［三木市］ 

・県道 神戸加東線 山国［加東市］ 

・県道 西脇八千代市川線 下牛尾・上瀬加［市川町］ 

・国道 178 号 芦屋［新温泉町］ 
 

（２）自転車の安全で快適な通行空間の確保   

① 自転車活用の推進 

「兵庫県自転車活用推進計画」に基づき、自転車の活用を総合的かつ計画的に推進すると

ともに、計画に位置づけた「ひょうごサイクリングモデルルート」において、自転車の走行

環境整備等を推進し、質の高いサイクリング環境を創出する。 

【令和６年度の主な事業箇所】        
・県道 福良江井岩屋線［淡路市］  

② 自転車通行空間整備の推進 

         自転車の安全で快適な通行を確保するため、中高生の自転車通学の利用状況等を踏まえて、

自転車通行空間整備を計画的に推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】        
・県道 尼崎停車場線［尼崎市］、国道 427 号［西脇市］ 
 

（３）水上オートバイによる危険行為等の対策強化   

水上オートバイの危険行為等を防止するため、国、県警、地元市町、漁協等の民間団体と    

連携し、合同パトロールを実施するなど、引き続き周知啓発に取り組む。 

【令和６年度の主な事業箇所】        
・林崎松江海岸［明石市］、諸寄海岸［新温泉町］ 
 

 

 

６ 安全安心な暮らしの実現（4,513,923千円） 

歩行者や自転車の通行空間の確保や水上オートバイの危険行為の対策強化を推進 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１）老朽化対策の実施              

インフラ施設の老朽化の割合が増加することから、橋梁、ダム、排水機場、砂防設備等の施設について、

安全性の確保はもとより、総コストの低減と予算の平準化を図るため、「ひょうごインフラ･メンテナンス

10箇年計画」に基づき、計画的・効率的に老朽化対策を推進する。 

＜基本的な考え方＞ 

修繕･更新  

事後保全：点検により損傷等を発見した施設については、施設が機能不全に陥る前に修繕等を実施 

予防保全：点検により、軽微な段階の損傷を発見した施設については、望ましい管理水準を維持  

するための修繕等を実施（事後保全の修繕等が完了した施設は予防保全に転換） 

定期保全：損傷の度合いに関わらず分解整備・更新等が必要な機械・電気設備は耐用年数や修繕  

実績から定期的に対策を実施 

施設点検  橋梁、トンネル等の土木構造物は５年毎に実施、ダム・排水機場等の機械･電気設備は毎年実施 

【令和６年度の主な事業箇所】 

○完・国道175号 城山トンネル［丹波市］ 修繕    

○完・県道 豊岡竹野線 城崎大橋［豊岡市］ 更新 

・姫路港須加地区-3.5ｍ物揚場［姫路市］ 更新    
 

（２）安全安心な日常維持管理の実施       

ダム・排水機場、堤防等の施設点検や、除草・樹木剪定、舗装修繕などを適切に行い、維持   

管理を着実に実施する。 
また、県民の安全安心に直結する①河川堤防の点検前除草、②道路区画線の引き直し、③通学

路等の年２回の除草を実施することで、維持管理の充実を図る。 
  ① 河川堤防の点検前除草 

決壊すれば甚大な被害につながる盛土構造の堤防区間において、堤防の管理水準を向上

させるため、法定の堤防点検前に草刈りを行う。 
  ② 道路区画線の引き直し 

夜間や雨天時の走行の安全性確保に向け正面衝突など重大な事故につながる箇所等の

区画線の引き直しを行う。 
  ③ 通学路等の年２回の除草 

通学生が雑草を避けて車道にはみ出し、危険な状態となっている通学路などで除草を年

２回実施する。あわせて、中央分離帯など除草作業時の危険回避や省力化を図れる箇所に

おける張りコンを実施する。 
 

（３）官民連携（参画と協働による維持管理）       

「ひょうごアドプト」など、地域住民が主体となって実施する草刈り等の軽易な維持管理や

美化活動を支援する。 
 

（４）播但連絡道路の安全・安心な道路環境の確保 

将来にわたりサービスを安定的に提供するため、大規模修繕や橋梁耐震対策に計画的

に取り組む。 
【令和６年度の主な事業箇所】 

・砥堀ランプ 市川大橋 [姫路市] 修繕 

７ 計画的・効率的な老朽化対策（64,671,371千円） 

インフラ施設の機能を維持するため、計画的な老朽化対策や適切な維持管理を推進 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

一般財源 
施策名 施策の目的と概要 

財 源 内 訳 
所要経費 
の要求額 国庫支出金 特定財源 起 債 

人
の
流
れ
を
生
み
出
す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）高規格道路の整備推進   

【令和６年度の取り組み】 

ア 北近畿豊岡自動車道（豊岡市～丹波市）73.0km 〔直轄〕 

○完  

 

 

イ 山陰近畿自動車道（鳥取市～宮津市） 約 120km（県内約 51km）〔県事業〕 

浜坂道路Ⅱ期 （7.6km） トンネル、改良工事 等 

竹野道路（4.9ｋｍ） 調査設計、用地取得、橋梁工事 等 

城崎道路（7.4km）[直轄権限代行] 調査設計 

佐津 IC～竹野 IC（約 5km） 

城崎温泉 IC～府県境（約 3km） 

早期事業化に向けた調査 

 

ウ 大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド北～駒栄（仮称）） 14.5 km 

〔直轄(道路・港湾)・阪神高速道路㈱の合併施行〕 

橋梁、トンネル工事、調査設計 等 
 

エ 名神湾岸連絡線（西宮市） 2.7km〔直轄〕 

調査設計 
 

オ 神戸西バイパス（永井谷 JCT～石ヶ谷 JCT（仮称））6.9km 

〔直轄・西日本高速道路㈱の合併施行〕 

橋梁、改良工事 等 
 

カ 播磨臨海地域道路(第二神明～広畑）約 36km(当面、都市計画・アセスを進める区間) 

都市計画・環境影響評価手続 

（R5.11.11～12.22 都市計画に係る住民説明会を開催（本線・JCT・IC）） 
 

キ 東播磨道北工区（加古川市～小野市） 6.9km〔県事業〕 

橋梁、改良工事 等  [八幡稲美ランプ～八幡三木ランプ間部分開通（令和５年３月）] 
 

ク 東播丹波連絡道路（加東市～丹波市） 約 30km〔直轄〕 

 

 
 
  

（２）高速道路の利活用の推進 

【令和６年度の取り組み】 

ア 大鳴門橋自転車道（南あわじ市～鳴門市） 約 1.8km（県内約約 0.9km）〔県事業〕 

橋梁工事、調査設計  
 

イ 山陽自動車道（仮称）三木スマートインターチェンジ（三木市） 

〔市・西日本高速道路㈱事業〕 

改良工事 等 

豊岡道路（2.0km） トンネル、橋梁、改良工事 等 

豊岡道路（Ⅱ期）（5.1km） 調査設計、用地取得、橋梁、改良工事 

西脇北バイパス (5.2km) 橋梁、改良工事 等 

西脇市黒田庄町～丹波市氷上地域 (約17km) 早期事業着手に向けた調査促進(要望中) 

30,739,853 9,055,051 1,485,785 17,322,663 2,856,848 

１ 高規格道路ネットワークの充実強化（12,743,307千円） 
県土の骨格を形成し、県全体の発展基盤となる基幹道路八連携軸を構成する高規格道路ネット

ワークの早期整備を推進 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 

人
の
流
れ
を
生
み
出
す 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１）地域の個性ある発展を支える幹線道路網の整備 

地域の交流、発展を支える国道・県道等の幹線道路網の整備を推進する 

【令和６年度の主な事業箇所】 
・国道２号  相生有年道路（直轄）［相生市～赤穂市］ 
・国道２号  和坂拡幅［明石市］ 
・国道28号  洲本バイパス（直轄）［洲本市］      
・国道176号 名塩道路（直轄）［西宮市～宝塚市］ 

・国道179号 太子道路［太子町～たつの市］            
・国道429号 榎峠バイパス ［丹波市］ 

○完・国道429号 繁盛拡幅 ［宍粟市］ 

・県道 川西篠山線 屏風岩［猪名川町］ 

・県道 三田西インター線 ［三田市］ 

・県道 宗佐土山線 天満大池バイパス ［稲美町］       
・県道 小野藍本線 松沢バイパス ［加東市］ 

・県道 広畑青山線 ［姫路市］ 

・県道 竜泉那波線 ［相生市］ 
○完・県道 養父宍粟線 門野バイパス［養父市］          

・県道 大谷鮎
あい

原神代
はらじんだい

線 榎列
え な み

掃
か

守
もり

 ［南あわじ市］            
 

（２）街路網の整備推進  

渋滞解消による交通円滑化や歩行者･自転車の安全の確保及び都市の防災機能の向上を図るため、街路

網の整備を計画的に推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

・都市計画道路 園田西武庫線 御園
み その

、藻川［尼崎市］      

・都市計画道路 塚口長尾線 昆
こ

陽
や

南[伊丹市]  

・都市計画道路 西脇上戸田線 東本町［西脇市］   

・都市計画道路 国道線 姫路東［姫路市］             

・都市計画道路 本龍野富永線 富永［たつの市］     
          

（３）渋滞交差点の解消 

交差点の渋滞を解消・緩和し、日々の暮らしを支える道路の利便性や快適性の向上を図るため、渋滞箇所

において、右折車線設置やバイパス整備等を推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 
・都市計画道路 国道２号線  加古川橋〔加古川橋西詰交差点〕［加古川市］ 

・県道 大江島太子線〔下太田交差点〕［姫路市］ 
 

（４）問題踏切の解消  

① 連続立体交差事業の推進 

開かずの踏切等による交通渋滞の解消や駅周辺のまちづくりのため、連続立体交差事業を推進する。 
【令和６年度の事業箇所】 
・ＪＲ山陽本線 東加古川駅付近［加古川市］（着工準備※） 
・山陽電鉄本線 高砂駅～荒井駅付近［高砂市］（着工準備※） 
                      ※ 事業着手に向けた調査・設計、都市計画決定 

２ 地域の交流・日々の暮らしを支える道路整備（13,295,996千円） 

高規格道路を補完する幹線道路の整備や良好な市街地の形成を図る街路網の整備、円滑な交通

流を確保する渋滞対策などを推進。 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

人
の
流
れ
を
生
み
出
す 

施策名 施策の目的と概要 施策名 施策の目的と概要 
 

 
 
 

② 踏切対策の推進 

踏切による渋滞の解消や歩行者の安全確保を図るため、立体交差化や踏切部の歩道拡幅等を推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 

・県道踏切：県道 太子御津線 茶ノ木踏切［姫路市］ 

 
（５）生活道路の整備推進  

生活道路の安全確保と通行支障箇所の早期解消のため、待避所設置等による通行空間の確保

など地域の課題やニーズにきめ細かに対応する即効性の高い対策を推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 

・県道 八鹿停車場線［養父市］ 

 

 

 
 
 
 

 

 

（１）港湾の機能強化   

岸壁の改修及び防波堤の整備等を図り、物流・産業拠点となる港湾機能の強化を推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 

・姫路港［姫路市］ 

広畑地区         -14m 岸壁・臨港道路整備（直轄）、臨港道路改良 

浜田地区         廃棄物埋立護岸整備 

・尼崎西宮芦屋港［尼崎市、西宮市］         

東海岸町地区      -10ｍ岸壁改良（直轄） 

西宮地区           ビジターバース改良(新西宮ヨットハーバー)    

・東播磨港［高砂市、播磨町］ 

伊保地区       -3.5m物揚場改良    

播磨地区        -12.0m岸壁改良     

・その他の地方港湾 

柴山港［香美町］  防波堤整備（直轄） 

家島港［姫路市］  -4.0m物揚場整備 

 

（２）港湾の利用促進   

① 姫路港旅客ターミナルエリアのリニューアル 

姫路港旅客ターミナルエリアにおいて、旅客船利用者の利便性・快適性の向上、にぎわい

の創出を図るため、旅客ターミナル建替え等の改修を推進する。 
 

② 港湾施設の更新・新設 

港湾の利便性や安全性を向上させるとともに、港湾を持続的に発展させて競争力を維持・

拡大するため、県営クレーン、上屋・野積場等の港湾施設を計画的に更新・新設する。 
【令和６年度の主な取り組み】 
・尼崎西宮芦屋港東海岸町地区のクレーン更新 
・尼崎西宮芦屋港［尼崎市］ 

  東海岸町地区   クレーン更新 

３ 港湾の機能強化・利用促進（2,937,189千円） 

物流・産業・交流を支える港湾の機能強化を図るとともに、港湾施設の計画的な更新・新設など

港湾の利活用を推進 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

施策名 施策の目的と概要 

人
の
流
れ
を
生
み
出
す 

 
 
 
 
 

                                      

 

 

 

（１）航空需要を取り込むための関西３空港の利用促進  

2025年大阪・関西万博を見据え、拡大する関西の航空需要を的確に捉えるため、関西３空港の最大活用

を推進する。 

【令和６年度の主な取り組み】 

・関西３空港の需要拡大に貢献するため、神戸市以西の新たな需要開拓等に積極的に取り組む 

・就航都市でのプロモーション活動 

・３空港の最大活用について考えるセミナーの開催 

 

（２）コウノトリ但馬空港の利活用促進 

コロナ禍により落ち込んだ航空需要を早期に回復するため、「コウノトリ但馬空港のあり方懇話会」

の中間報告の「短期」の取り組みである「さらなる利活用の促進」を、地元と一体となり進めていく。 

【令和６年度の主な取り組み】 

・チャーター便の運航 

・但馬伊丹便を利用する旅行商品の造成支援 

・首都圏でのPR活動 

 

 

 

 

 

 

 

（１）鉄道の維持・活性化 

輸送サービスの維持・確保、安全性向上のための施設整備等を支援する。 

① 鉄道事業者に対する支援 

鉄道の有する定時性・高速性・快適性が一層発揮されるよう、安全性・利便性向上のため

の施設整備を支援する。 

【令和６年度の主な取り組み】 

・鉄道軌道安全輸送設備等整備事業（神戸電鉄、京都丹後鉄道 他） 

・キャッシュレス決済導入支援事業（北条鉄道） 

 

② JRローカル線の維持・利用促進 

地域住民の日常生活や観光・交流による地域活性化に欠くことのできない JR ローカル線

を維持・活性化するため、「JR ローカル線維持･利用促進検討協議会」において取りまとめた

利用促進策を推進する。 

 

 

 

 

４ 空港の有効活用・利便性向上（188,129千円） 

関西のさらなる発展を支える航空ネットワークの構築をめざして、関西３空港およびコウノトリ

但馬空港の利活用を促進する。 

５ 県民の移動を支える公共交通の維持・活性化（410,379千円） 

「ひょうご公共交通10カ年計画（R3～R12 年）」に基づき、豊かで活力ある県民生活を支える持続可能

で安全・安心な公共交通ネットワークの構築を促進 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

人
の
流
れ
を
生
み
出
す 

施策名 施策の目的と概要 
 

 
 
     

（２）生活交通の維持・活性化 

① 路線バス等の運行等に対する支援 

通勤･通学、通院、買物等の日常生活に不可欠な路線バス、コミュニティバス、デマンド型乗合交通の

維持･活性化を図るため、運行等の経費に対し支援を行う。 

  

② 地域公共交通の再編促進 

地域の実情に合わせた地域公共交通の再編を図るため、市町による「地域公共交通計画」の策定

を促進する。   
 

③ 地域公共交通事業者の人材確保支援 

        公共交通ネットワークを維持するため、人材確保に取り組むバス・タクシー事業者の第２種免許

取得費用及び受験資格特例教習受講費用の一部を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）無電柱化の推進 

防災機能の強化、安全で安心な通行空間の確保、良好な景観形成等を目的として、無電柱化を

推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】 

    ・県道 生
なま

瀬
ぜ

門戸
も ん ど

荘
そ う

線［宝塚市］ 

・都市計画道路 尾上
お の え

小野
お の

線 安田［加古川市］ 
 

（２）環境整備の推進 

快適で賑わいのある安全な親水空間の創出や自然環境の保全と再生を推進する。 

【令和６年度の主な事業箇所】  
    ・武庫川［尼崎市・西宮市］、尼崎の森中央緑地［尼崎市］ 

 

６ 都市の環境改善（1,164,853千円） 

「防災」、「安全・快適」、「景観・観光」の観点から無電柱化を推進するとともに、快適で賑わいの

ある親水空間の創出や自然環境の保全と再生を推進 
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令 和 ６ 年 度 重 要 施 策 
（単位：千円） 

 

新
し
い
時
代
の
力
を
育
む 

施策名 施策の目的と概要 
財 源 内 訳 所要経費 

の要求額 国庫支出金 特定財源 起 債 一般財源 
 

・  
 

  
 
 
 
 

（１）カーボンニュートラルポートの形成              

播磨臨海地域において、2050年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロとするカーボンニュートラルポート

形成に向け、その方策やスケジュール等を取りまとめた港湾脱炭素化推進計画（ＣＮＰ計画）を策定する。  
（２）下水汚泥エネルギーの有効利用       

豊かさを実感できる生活環境づくりや健全な水循環・良好な水環境の創造のため、下水道施設

の更新や、下水汚泥エネルギーの有効利用に向けた整備を推進する。 
【令和６年度の主な事業箇所】 
・兵庫東流域下水汚泥広域処理場 [尼崎市] 、下水汚泥エネルギー有効利用施設整備 

 

 

 
 
 

 

（１）尼崎フェニックス事業用地の利活用 
尼崎西宮芦屋港のフェニックス事業用地［尼崎市］において、道路等のインフラ整備を進める。 
【令和６年度の主な取り組み】 
・道路整備等 

 
（２）旅客船接岸時の安全性・利便性を向上  

淡路交流の翼港の既設浮桟橋の改良や護岸の嵩上げ等の周辺整備により、クルーズ船接岸時の安全性･

利便性を向上する。 
【令和６年度の主な取り組み】 
○完・浮桟橋改良、護岸嵩上げ 

 
（３）スーパーヨット誘致の促進 

大阪湾ベイエリア活性化の一環として、新西宮ヨットハーバーのビジターバースを活用したスーパー

ヨットの誘致を促進 
【令和６年度の主な取り組み】 
・オーナーや代理店等に対する誘致活動 

   
 
 
 
 

（１）インフラDXの推進 

【令和６年度の主な取り組み】 
・ICT活用工事の推進 

・３次元データの活用に向けたBIM/CIMの試行 

・維持管理の高度化に向けた新技術の試行（除雪作業支援、橋梁点検、区画線点検等） 

 

12,370,843 7,516,570 100 4,825,000 29,173 

１ カーボンニュートラルの実現（12,027,700千円） 

インフラ分野の脱炭素化等によりグリーン社会の実現を目指すため、港湾の脱炭素化に向けたカー

ボンニュートラルポート形成や下水道の下水汚泥エネルギーの有効利用等に向けた取組を推進 

２ 大阪湾ベイエリアの活性化（343,143千円） 

人口･産業の集積や充実した交通インフラなど、新時代の成長エンジンのコアとして高いポテンシャル

を持つ大阪湾ベイエリアに人･モノ、投資を呼び込むため、産業機能や観光・交流機能の強化を推進 

３ インフラDX（デジタルトランスフォーメーション）の推進 

建設業の生産性向上と、インフラ建設・維持管理の効率化、デジタル社会に適応した働き方改革を

進めるため、インフラ分野のDXを推進                   ※各施策内で予算計上 
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（一般会計）

令和５年度 令和６年度

当初予算額 予算要求額 国庫支出金 特定財源 起　債 一般財源

1 道路整備
2,803,940

2 街路整備
263,000

1 道路維持
10,826,460

2 交通安全施設
2,209,900

1 河川維持
4,117,676

2 河川改良
2,348,324

3 河川総合開発
628,000

1 砂防維持
94,300

2 砂防施設改良
654,500

3 急傾斜地対策砂防
62,800

4 地すべり対策砂防
31,400

1 海岸港湾維持
1,684,300

2 港湾改良
36,700

3 港湾海岸環境整備
110,200

空港維持
413,600

事 項 名

財　　源　　内　　訳

概　    　  要　      　説　      　明

（単位：千円）　(土木部)

令 和 ６ 年 度 予 算 要 求 額 の 概 要 ( 主 要 事 項 ）

県単独事業

道路保全課

道路街路課

河川整備課

砂防課

港湾課

21,576,800 4,600,200

131,500 2,274,000 661,440

13,036,360

7,094,000 7,094,000

0 208,00026,385,000 26,385,000

3,066,940 3,066,940 0

6,000 790,200 46,800

13,036,360 0 10,742,600 2,293,7600

0 702,8006,325,20066,000

843,000 843,000 0

1,931,100 1,931,100

413,600 413,600空港政策課

4,5000 1,444,800 481,800

0 413,6000 0
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